
（別紙２）

　佐久地域　（R4第１回）　
１　令和３年度　森林づくり県民税活用事業実績及び４年度計画

事業名 意見の内容 備　　考

ライフライン等保全対策

・R4年度計画が無いが、要望が無いのか。
・これから要望してR4年度実施可能か。
(事務局回答)
　本年度の要望無し。今後についての実施は不
可(予算配分済みのため)

子供の居場所木質空間
整備事業

・この事業はいつごろ要望を取るか。
(事務局回答)
　例年5～6月頃公募で募集

森林づくり推進支援金

・毎年松くい虫対策の市町村があるが、効果は
どうか。被害の現状はどうか。
(事務局回答)
　通常の国庫補助等の対象にならないものを対
象に実施。佐久の被害は平成27年をピークに、
令和3年は半減している。

2 令和３年度　推進支援金の検証・評価について

備　　考

3 長野県森林づくり指針について

項　　目 意見の内容 備　　考

森林環境税との関連に
ついて

・環境がどんどん変わっていく中で、防災という
面からも、環境の面からもとても大事なことなの
で、みんなにわかるように、上手にアピールして
頂きたい。
　防災にして、ただ、1000円とか500円で金額だ
けを言わず、なるほどとなるようにしてほしい。

高性能機械等の補助支
援の予算確保等につい
て

・労働生産性の向上が非常に大事。労働力確
保や生産性の為にも、ぜひ機械の予算の確保
を増やしていただきたい。

みんなで⽀える森林づくり地域会議における意⾒等

意見の内容

・墓地での松くい虫対策の事例があるが、松くい虫以外の危険木は対象
にならないか。墓地や住宅周辺の「危険木を伐採してもらいたい。」と問合
せがある。
(事務局回答)
　推進支援金は市町村の独自課題を対応。市町村の考えにより対象とな
ることも可能。

・シカ対策について、緩衝帯が行われているがシカを減らす政策(対策)は
どうか。猟友会員が減少し、シカを駆除する体制の脆弱化が進んでいる。
(事務局回答)
　県では、保護管理計画を策定し捕獲目標を定め、推進している。
　市町村では、国庫の捕獲(有害)に対する、報奨金制度を活用して取組
んでいる。
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主伐・再造林の推進
(木材生産量の拡大)

・計画的な主伐の推進については、個人有林が
課題。単に資源量のグラフのみでなく、実際に
伐採や出材が可能なのか、材質はどうか、需要
動向等の内容を精査検討し、取組むことが大
切。

4 その他

項　　目 意見の内容 備　　考

佐久穂小学校中学校の
取組み紹介

・小中一貫校での教育、体験活動の紹介。


